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Ⅰ．事業実施結果の概要 

１．福祉用具情報の収集及び提供に関する事業（公益目的事業１） 

 

（１）福祉用具情報システム（ＴＡＩＳ）事業 

 

 福祉用具の効果的な利用を促進するための基盤整備として、全国に散在している福祉用具

製造事業者等及び福祉用具情報を一元的にデータベース化し、インターネットを通じて広く

情報発信を行っている。 

 

《 平成２７年３月末現在 情報総数 》 

 

企 業 情 報 ６６３社

用 具 情 報 ８，９９９点

 

■福祉用具情報の分類別総数 

大 分 類 項 目 登録件数 構成比(%) 

03 治療訓練用具 645 7.2 

06 義肢・装具 18 0.2 

09 パ－ソナルケア関連用具 1,347 15.0 

12 移動機器 3,683 40.9 

15 家事用具 26 0.3 

18 家具・建具・建築設備 2,864 31.8 

21 コミュニケ－ション関連用具 334 3.7 

24 操作用具 16 0.2 

27 環境改善機器・操作用具 38 0.4 

30 レクリエ－ション用具 11 0.1 

89 その他の用具 17 0.2 

合     計 8,999 100.0 

 

■介護保険対象用具（用具情報のうち） 

貸   与 ６，０４２点

購   入 １，２０７点

計 ７，２４９点

 

■登録件数の推移 

事業年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

企業情報件数 
（対前年度増減） 

553

（31）

584

（31）

597

（13）

636 

（39） 

663

（27）

用具情報件数 
（対前年度増減） 

6,541

（648）

7,203

（662）

7,672

（469）

8,367 

（695） 

8,999

（632）
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（２）福祉用具ニーズ情報収集・提供システム事業 

 

 当協会のホームページを活用して、障害のある方や介護される方等から、福祉用具に関する

ご意見・ご要望、お困り事等の情報５３４件（平成２６年１２月３日現在）を収集し、それを

メーカーや研究者等へ提供することにより、障害者や高齢者等から真に必要とされる、使い勝

手の良い用具の研究開発を推進する事業を行った。 

 

 

（３）補装具製作業者情報システム事業 

 

 平成１８年１０月の障害者自立支援法の全面施行に伴い、補装具の制度が、障害者と補装具

製作業者による契約の制度に変わったことから、厚生労働省障害保健福祉部からの要請により、

義肢製作所の情報を、障害者や市町村担当者が、補装具製作業者の選定を適切にできるように

するため、当協会のホームページから情報発信を行っている。 

 なお、補聴器販売店については、「認定補聴器技能者が在籍する補聴器販売店検索システム」

へ移行した。 

 

    《 平成２７年３月末現在 情報総数 》 

 

義肢製作所  ２６７製作所

 

 

（４）義肢装具等完成用部品情報システム事業 

 

 障害者総合支援法に基づく、義肢装具等の完成用部品について、平成２０年４月より利用者

の身体状況や使用環境に適合した適切な完成用部品が選定されるよう、当該部品の対象者やそ

の効果、また適応範囲や調整方法等についての詳細な情報を当協会のホームページから情報発

信している。 

 

 

    《 平成２７年３月末現在 情報総数 》 

 

企 業 情 報 ３２社

部 品 情 報 １，７０１点

（内 訳） 

  殻構造義肢   ３６６点 

  骨格構造義肢  ７７４点 

  装具      １８９点 

  座位保持装置  ３７２点 



 - 3 -

（５）生活便利用具（自助具）データベース事業 

 

 生活便利用具（自助具）についての詳細情報を、「既製品」、「個別対応品」の２つに区分し

て情報提供している。既製品については、価格や製造者情報、個別対応品については、工作法

に関する情報も掲載している。 

 

    《 平成２７年３月末現在 情報総数 》 
 

既 製 品 ７１ 製品 

個別対応品 ５０ 製品 

 

 

２．福祉用具の適合調整、使用指導等を行う福祉用具関係技能者の養成、 

              資格認定及び研修等に関する事業（公益目的事業２） 

 

（１）福祉用具プランナー養成事業 

 

 福祉用具の効果的な使用と普及促進を図るため、福祉用具の選定、使用方法、取り扱い方

等に関しての専門的知識及び技能を有する者(福祉用具プランナ－)を育成することを目的

として研修会を実施した。（修了者累計 12,744 名） 

 また、福祉用具プランナー研修の上級的位置付けとして、①福祉用具プランナーのさらな

る質の向上、②福祉用具プランナー研修等の指導者（講師）養成、③福祉用具レンタル事業

者等の管理職としての養成を目的とした「福祉用具プランナー管理指導者養成研修（従事者

向け）」のうち２コースを実施した。 

 なお、来年度から開始する更新制度に備えて、「福祉用具プランナー情報システム」を構

築した。 

 

① テクノエイド協会主催 

１）第１回 

・ｅラーニング研修期間 平成２６年６月２３日（月）～８月２２日（金） 

・集合研修期間     平成２６年８月２３日（土）～２９日（金） 

・開 催 地       東 京 

・修 了 者       ３１名 

２）第２回 

・ｅラーニング研修期間 平成２６年 ９月１６日（火）～１１月１５日（土） 

・集合研修期間     平成２６年１１月１４日（金）・１５日（土） 

            平成２６年１１月２８日（金）・２９日（土） 

            平成２６年１２月１２日（金）・１３日（土） 

・開 催 地       埼 玉 

・修 了 者       ３８名 
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３）第３回 

・ｅラーニング研修期間 平成２６年１２月８日（月）～平成２７年２月６日（金） 

・集合研修期間     平成２７年２月７日（土）～１３日（金） 

・開 催 地       東 京 

・修 了 者       ５３名 

 

② 他団体主催（テクノエイド協会共催等） 

１）介護実習・普及センタ－ 

・開 催 地   北海道、茨 城、富 山、愛 媛、大 分 

・修 了 者   １３９名 

２）その他 関係団体 

・開 催 地   栃 木、東 京、新 潟、愛 知、滋 賀、大 阪、熊 本 

・修 了 者   ３０７名 

３）教育機関主催 

・開 催 地   新 潟、兵 庫 

・修 了 者    ５３名 

 

③ 福祉用具プランナー管理指導者養成研修（従事者向け） 

 

開催コース 研修期間 開催地 受講者数 

起居移乗コース H2６.７.1９（土）～２５（金） 東 京 ２２名 

車いすシーティングコース H2７.1.1０（土）～1６（金） 東 京 ２０名 

 

（２）可搬型階段昇降機安全指導員の認定と講習会の実施 

 

 平成２１年度から介護保険制度の貸与品目の対象となった可搬型階段昇降機においては、

当該機器を取り扱う貸与事業者はメーカー等による操作講習を受講すること、および貸与の

際には利用者の家族等に操作指導を行うことが義務付けられた。 

 それに伴い「可搬型階段昇降機安全推進連絡会」（国内メーカー等）と連携並びに事務局

運営を担い、標準化された操作方法を適切かつ安全に指導できる福祉用具専門相談員を養成

することを目的とした可搬型階段昇降機安全指導員講習制度を構築し、資格条件を満たした

ものに対して可搬型階段昇降機安全指導員資格証を付与した。 

 また、この講習制度を構成する機種別講習と基礎講習のうち、基礎講習を実施した。（可

搬型階段昇降機安全指導員資格証交付者数累計 1,699 名） 

 

① 基礎講習修了者 

１）テクノエイド協会主催 

  ・開 催 地   北海道、東 京、広 島 

  ・修 了 者   １７１名 
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２）教育機関主催 

  ・開 催 地   東 京 

  ・修 了 者     ４名 

 

② 可搬型階段昇降機安全指導員資格証 

   ・交付者数   １０４名 

 

（３）リフトリーダー養成事業 
 

 介護労働者環境向上奨励金（厚生労働省職業安定局）に対応し、施設等介護従事者の腰痛

予防のため、リフト等福祉用具導入に際して、施設内で計画・相談・研修・指導の中核とな

る人材を養成する「リフトリーダー養成研修」の実施を支援した。（修了者累計 2,027 名） 

 

   ○リフトリーダー養成研修修了者 

１）テクノエイド協会主催 

  ・開 催 地   東 京 

  ・修 了 者    １７名 

２）介護実習・普及センター主催（テクノエイド協会共催等） 

  ・開 催 地   秋 田、茨 城、富 山、岐 阜、愛 媛、北九州、大 分、 

  ・修 了 者   ２１０名 

３）各都道府県介護福祉士会主催 

  ・開 催 地   茨 城、長 野、京 都、愛 知、岡 山、山 口、高 知、 

          福 岡、沖 縄 

  ・修 了 者   １８２名 

４）他団体主催 

  ・開 催 地   東 京、愛 知、大 阪 

  ・修 了 者   １８８名 

５）教育機関主催 

  ・開催地    東 京 

  ・修了者      ７名 

 

（４）高齢者のための車椅子フィッティングセミナー 

 

 車椅子の相談に携わる福祉用具プランナーや福祉用具貸与事業者を対象として、シーティ

ングの基礎知識・技術、車椅子の選定・調整等を習得させ、その資質の向上を図るためのセ

ミナーを実施した。 

 

会 場 開  催  日 受講者数 

東京会場 Ｈ２６．５．１６（金）～１７（土） ５３名 

大阪会場 Ｈ２６．６．２０（金）～２１（土） ５４名 
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（５）認定補聴器技能者の養成 

 

 補聴器の安全で効果的な利用を推進するため、補聴器の選定等の相談に応じ、購入希望者

に対する適合調整を実施し、使用指導を行うために必要な補聴器に関する知識及び技能の習

得を目的とした認定補聴器技能者の養成講習を行うとともに、養成講習修了者を対象とする

認定補聴器技能者認定試験を実施した。 

 また、認定補聴器技能者が在籍する補聴器販売店の所在地等を地図上で検索できるよう当

協会ホームページから情報提供した。 

 

 

① 各講習会を次のとおり実施した。 

 

 １）第Ⅰ期養成課程のｅラーニング 

区  分 受講期間 受講者数 修了者数

第Ⅰ期養成課程のｅラーニング 
H26.7.1(火) 

～10.31(金) 
４２９名 ４０２名 

 

 

 ２）第Ⅰ期養成課程のスクーリング 

区  分 開 催 日 場 所 受講者数 修了者数

第１回 第Ⅰ期養成課程のスクーリング 
H27.1.27（火） 
～1.28（水） 東 京 １７９名 １７８名 

第２回 第Ⅰ期養成課程のスクーリング 
H27.2.9（月） 
～2.10（火） 東 京 ２１０名 ２１０名 

合      計 ３８９名 ３８８名 

    ※「修了者数」には、再受験での修了者も含む。 

 

 

 ３）第Ⅱ期養成課程の集合講習 

区  分 開 催 日 場 所 受講者数 修了者数

第１回 第Ⅱ期養成課程の集合講習 
H26.10.6（月） 
～10.10（金） 東 京 １３７名 １３７名 

第２回 第Ⅱ期養成課程の集合講習 
H26.11.17（月）
～11.21（金） 東 京 ２３７名 ２３８名 

合      計 ３７４名 ３７５名 

    ※「修了者数」には、再受験での終了者も含む。 
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４）第Ⅲ期養成課程の実技実習 

区  分 開 催 日 場 所 受講者数 修了者数

第１回 第Ⅲ期養成課程の実技実習 
H26.8.26（火） 
～8.27（水） 東 京 １９６名 １９６名 

第２回 第Ⅲ期養成課程の実技実習 
H26.9.1（月） 
～9.2（火） 東 京 １６９名 １６９名 

合      計 ３６５名 ３６５名 

 

５）第Ⅳ期養成課程の集合講習 

区  分 開 催 日 場 所 受講者数 

福岡開催 H26.6.12（木） 福 岡  ２４名 

仙台開催 H26.6.30（月） 仙 台  ２９名 

大阪開催 H26.7.4（金） 大 阪 １１９名 

東京開催 H26.7.9（水） 有 明 １４９名 

合      計 ３２１名 

 

６）認定補聴器技能者に対する講習 

区  分 課   目 開 催 日 場 所 受講者数 

名古屋開催
障害者福祉・リハ、法規、音声・言

語、補聴器の機能・音響 
H26.6.27（金） 名古屋   １８５名 

札幌開催 
接遇、臨床医学、フィッティング、障

害者福祉・リハ 
H26.7.16（水） 札 幌    ５４名 

大阪開催 
フィッティング、音声・言語、接遇、

臨床医学 
H26.7.25（金） 大 阪  ２６６名 

新潟開催 
フィッティング、障害者福祉・リハ、

臨床医学、補聴器の機能・音響 
H26.8.3（日） 上 越    ７９名 

福岡開催 
フィッティング、障害者福祉・リハ、

法規、補聴器の機能・音響 
H26.9.12（金） 福 岡   ２０８名 

仙台開催 
法規、接遇、音声・言語、補聴器の

機能・音響 
H26.9.18（木） 仙 台    ８３名 

東京開催 法規、接遇、臨床医学、音声・言語 H26.10.23（木） 有 明   ２８７名 

合      計 １，１６２名 

 

 

② 認定補聴器技能者試験を次のとおり実施した。 

 

区 分 試 験 日 場 所
出願者
（名）

受験者
（名） 

合格者
（名） 

合格率
（％）

第２２回認定補聴器 

         技能者試験 
H２６.11.７（金） 東 京 ３８３ ３８２ ３０２ ７９.１ 

        認定補聴器技能者試験合格者累計：３，４０１名（平成 5 年第 1 回～平成 26 年度第 22 回） 
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３．福祉用具の臨床的評価に関する事業（公益目的事業３） 

 

 福祉用具を利用する人の状態像や使用場面に着目して、製品の「安全性」や「利便性（使

い勝手）」等を評価し、認証された用具を情報提供する事業を行った。 

 平成 26 年度については、新規に制定された JIS T9269 ベッド用テーブルの評価基準を作

成した。また、介護保険において保険給付の対象となる福祉用具のうちトランスファーボー

ド及びスライディングシートを対象に、評価実施機関における評価チームと基準部会 WG に

よるモデル検証を実施し、評価項目の妥当性、確認方法、判定の目安などを検討した。 

 新規の認証については、JIS 認証に限っていた工学的評価を SG 認証でも可とし、TAIS で

の検索をQAP認証製品から上位にする、また、メーカー各社に依頼するなどの対策をしたが、

臨床的評価の費用が申請者負担になった影響は大きく、歩行車の１件となった。 

 また、福祉用具の安全かつ適切な利用を推進するため、介護保険における福祉用具の事故

情報の実態を把握するための市区町村へヒアリング調査を行うとともに、福祉用具使用のリ

スク回避並びに福祉用具の安全性への認識を高めることを目的とした研修会を開催した。 

 さらに、福祉用具の利用者による誤使用や不注意さらには利用者と用具や使用環境の不適

合から生じた事故やヒヤリハット情報を収集し、要因の分析を行い、その結果を事例集とし

て作成し、当協会ホームページ（福祉用具ヒヤリ・ハット情報）から情報提供するとともに

全国の都道府県市町村の福祉用具担当課や介護実習・普及センター等に配布し、有効に活用

してもらうこととした。 

 

 

○福祉用具安全推進委員研修会の開催 

 「福祉用具を安全で安心に利用するための基礎セミナー」 

・開 催 日  平成２６年１１月１日（土） 

・開催場所  東京都 

・受講者数  ５４名 

・内  容  講義１「福祉用具の安全と福祉用具利用の安心」 

       講義２「福祉用具を安全に利用するために」 

       講義３「臨床的評価の評価項目と特記事項からみる安全への視点」 

       講義４「福祉用具のリスクマネージメント演習」 
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４．福祉用具等に関する調査研究事業（公益目的事業４） 

 

（１）厚生労働省の補助金等を受け、次の事業を行った。 

 

① 福祉機器開発普及等事業 

 完成用部品の指定申請手続きの簡素化、確認・審査業務の効率化、さらには迅速な情

報提供を可能にするとともに、完成用部品の変更及び更新、削除等の管理業務に関わる

一連業務を体系的に管理するワークフローシステムのあり方について検討を行い、その

結果を報告書に取り纏めた。 

 また、福祉用具ニーズ情報収集・提供システムを活用するとともに、障害者に対する

ヒアリング調査を行うことにより、障害者や家族等から福祉用具の開発・改良に係わる

ニーズを収集し、開発メーカー等に対する情報提供を継続的に行った。さらに、これま

で収集したニーズを整理・分類、体系化し、関係行政等へ報告するとともに、障害者自

立支援機器等開発促進事業における開発テーマの参考に役立てることとした。 

 

 

② 補装具費支給制度における貸与方式導入に向けた体制構築の在り方等に関する研究 

 補装具費支給制度における貸与方式導入に向けて諸課題を整理するとともに、実行性

の高い運用モデルの検討を行うため、市町村、更生相談所及び補装具製作所等へヒアリ

ング調査を実施し、補装具費支給モデル事業実施要綱（案）及び関連様式（案）を取り

纏めた。 

 また、モデル事業の実施にあたっては、その目的が達成されたかを検証する必要があ

るため、効果測定項目についても整理した。 

 

 

③ 福祉用具・介護ロボット実用化支援事業 

 高齢者介護の現場において、真に必要とされる福祉用具・介護ロボット（以下「介護

機器等」）の開発に資するため、前年度に引き続き、相談窓口を設けるとともに、開発

早期段階の介護機器等を専門職が助言する「アドバイス支援事業」と、実際の介護現場

において使用を行う「モニター調査事業」を実施した。 

 一方、国民の誰もが介護ロボットについて、必要な知識が得られるよう普及・啓発を

促進するため、全国８カ所で介護機器等の展示・体験などを行う普及モデル事業を実施

し、今年度は介護機器等の人材養成が喫緊の課題となっている現状を踏まえ、移乗支援

技術を取り纏めたテキストを作成し、都道府県において将来講師となる者の講師養成研

修を行った。 
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④ ロボット介護機器導入実証事業（ロボット介護推進プロジェクト） 

 ロボット介護機器の量産化への道筋をつけることを目的として、ロボット介護機器を

実際に介護現場で活用しながら、大規模な効果検証等を行うとともに、検証結果に基づ

く効果のＰＲ、普及啓発、教育活動を通じ、ロボット介護機器導入の土壌を醸成するこ

とを目的として大規模な導入実証を実施した。 

 具体的には、ロボット介護を推進する企業・仲介者・介護施設等がチームを編成し、

介護現場で活用するための製品製造・設置に係る費用、さらに導入講習・導入効果測定

に係る費用の補助を行い、ロボット介護機器の普及を図った。 

 

       ロボット介護推進プロジェクト事業実績 

補助対象機器 仲 介 者 導 入 施 設 導 入 台 数 

２７ １０５ ４１０ ２，９８７ 

 

 

⑤ シーズ・ニーズマッチング強化事業（障害者自立支援機器等開発促進事業） 

 障害当事者のニーズをより的確に捉えた支援機器開発の機会を創出すべく、シーズ・

ニーズマッチング交流会を開催した。交流会では、開発を支援する国等の機関も交えて

機器開発に向けた活発な交流の場を設けた。 

 また、交流会後のフォローアップとして、シーズ・ニーズマッチング強化検討会議を

立ち上げ、障害者現場のニーズを踏まえた、適切かつ良質な支援機器の製品開発を促進

するための検討を行った。 

 

   ・開 催 日  平成２７年３月６日（金）～７日（土） 

   ・場 所  ＴＯＣ有明コンベンションホール４階 

   ・出展参加団体  １１団体 

   ・出展参加企業  ６２企業 

   ・出展参加機関   ６機関 

   ・一 般来場者  ４４２名 

 

 

 

（２）消費生活協同組合の助成金を受け、次の事業を行った。 

○消費生活協同組合助成金事業 

 高齢者介護に関わる従事者が、難聴を主とした聞こえの問題、補聴器の機能や特性、介

護施設の利用者に対する補聴器の取扱い方などを正しく理解するための冊子を作成し、関

係団体等へ配布することにより、聞こえに不自由を感じる方々の意志や意欲を重視した介

護を行うための聞こえの基礎知識と補聴器装用に関する情報を提供した。 
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５．義肢装具士国家試験の実施（公益目的事業５） 

 

義肢装具士法による第２８回義肢装具士国家試験を次のとおり実施した。 

 

 

・願書受付   平成２７年１月 ９日（金）～１月２３日（金） 

・試 験 日   平成２７年２月２７日（金） 

・試 験 地   東 京 

・合格発表   平成２７年３月２７日（金） 

 

■試験結果 

受験者数 合格者数 合格率 

２６４人 ２３８人 ９０．２％ 

       第 1 回～28 回までの累積合格者数は 4,708 名 

 

 

６．認定補聴器専門店の認定に関する事業（公益目的事業６） 

 

 平成１９年４月から全国補聴器専門店認定協会が行っていた「認定補聴器専門店」の認定業

務をテクノエイド協会に移管し、補聴器の適正な利用・普及の一層の推進を図るため、所要の

人的及び物的要件並びに事業運営上の要件を充足している補聴器販売店を「認定補聴器専門店」

と認定する業務を実施している。（平成２６年度新規認定申請４３店、更新認定申請２０７店） 

 また、その補聴器販売店に関する情報を当協会ホームページから情報提供した。 

 

移管時の認定店舗数 ４６９店舗 平成１９年 ４月１日現在 

現 在 の 認 定 店 舗 数 ６５４店舗 平成２７年３月３１日現在 

 

 

 

７．福祉用具に関する書籍等の作成・編集及び販売に関する事業（収益事業） 

 

 福祉用具について学習する者のために、「新しい福祉機器と介護サービス革命」の編集を行

うとともに福祉用具支援論、自助具ハンドブック等の販売を行った。 

 

書 籍 名 販売部数 

福祉用具支援論 １００

自助具ハンドブック ７３

計 １７３
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８．その他の事業 

 

（１）全国福祉用具相談・研修機関協議会の設立 

 「全国介護実習・普及センター等関係機関連絡会議」を発展的に解消し、新たに福祉用具

の相談・研修機関・団体を対象に組織化を行った。 

 

① 設立総会の開催 

 設立総会を行い、規約の承認並びに４名の役員を選出した。（会員数 42 団体・機関） 

 

② 全国会議開催 

 協議会会員、介護実習・普及センター、福祉用具展示場、リハビリテーションセンタ

ー、相談・研修等の福祉用具関係機関・団体を集めて、下記の内容で協議を行った。 

・開催期間  平成２６年１０月３０日（木）～１０月３１日（金） 

・開 催 地  弘済会館（四谷） 

・参 加 者  １１０名 

・内  容  基調講演・行政説明（厚労省・経産省） 

       第１テーマ「病院・施設における福祉用具の利用促進」 

       第２テーマ「福祉用具のコストパフォーマンス」 

       第３テーマ「福祉用具貸与事業者がサービス事業者として目指すこと」 

       第４テーマ「介護保険制度の中で広域拠点としてすべきこと」 

       まとめ・総括・次期開催県の挨拶 

 

③ 全国福祉用具相談・研修機関協議会発起人会並びに役員会の開催 

 協議会の規約（案）作成、全国会議の企画立案をするため、事前検討を行った。 

・発起人会  平成 26 年 7 月 10 日（木） 9：00 ～17：00 

・役 員 会  平成 27 年 2 月４日（水） 15：00 ～17：00 

 

 

（２）啓発誌の発行 

 

次の啓発誌を作成し、都道府県、関係機関等に配布した。 

「アシスティブ・プロダクツ」（年 2回） 

 

Vol 主 な 内 容 

Vol１１（秋号） 特集テーマ「介護施設における補聴器の活用」 

・巻頭言「見落としがちな“聞こえ”の問題。補聴器活用によりＱＯＬの改善を」 

・社会福祉施設における補聴器導入の促進について 

・先進的な認定補聴器専門店のご紹介 

・福祉用具・介護ロボット情報 
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Vol１２（春号） 特集テーマ「福祉用具関係団体の組織化と連携強化」 

・巻頭言「全国をまとめる機関ができた意義は大きい。情報交換や切磋琢磨で

きる環境が生まれた」 

・全国福祉用具研修・相談機関協議会 

・福祉用具プランナー研究ネットワーク 

・全国福祉用具専門相談員協会 

・福祉用具プランナーの登録・更新制度及び福祉用具プランナー情報システ

ムのご案内 

・福祉用具・介護ロボット情報 

 

（３）広報活動 

 

① 福祉用具の普及促進のためのパネル、パンフレット等を作成し、掲示又は配布した。 

② 機器展等への出展 

○ 第 41 回 国際福祉機器展 （期間 H26.10.1～10.3） 東京ビッグサイト 

 

（４）福祉用具の規格化に関する事業 

 

①ＩＳＯ（国際標準化機構）に関する国内審議団体としての事業 

  

 ＩＳＯ/ＴＣ１７３（リハビリテーション機器システムに係る専門委員会）/ＳＣ２（用語と分類

に係る分科委員会）国内委員会の事務局として業務を行い、ＤＩＳ（国際規格原案）作成に向

けた国内検討委員会の開催及び委員等をＳＣ２/ＷＧ１２（用具と分類に係る作業グループ）国

際会議（サンパウロ）に派遣し国際規格改定に向けた積極的な審議、提案を行った。 

 

ＩＳＯ／ＴＣ１７３／ＳＣ２／ＷＧ１２国際会議 

 期 間：平成２６年４月１０日～１２日 

 場 所：ブラジル国サンパウロ 

 参加国：オーストラリア、フランス、ドイツ、オランダ、日本、デンマーク、韓国、 

     ブラジル 

 

ＩＳＯ／ＴＣ１７３／ＳＣ２オンラインミーティング 

 開催日：平成２６年１０月２１日 

 参加国：オーストラリア、中国、フランス、ドイツ、日本、オランダ、韓国、 

     イスラエル、オランダ 

 

ＩＳＯ／ＴＣ１７３／ＳＣ２オンラインミーティング 

 期 間：平成２７年２月２５日 

 参加国：オーストラリア、フランス、日本、中国、オランダ、デンマーク、ドイツ 
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②ＩＳＯ（国際標準化機構）に関する国際幹事としての事業 

 

 日本工業調査会より国際幹事引受けの承認を受け、ＩＳＯ/ＴＣ１７３（リハビリテーション

機器システムに係る専門委員会）/ＳＣ２（用語と分類に係る分科委員会）の国際幹事とし

ての業務を行った。 

（ＳＣ２国際幹事には国立障害者リハビリテーションセンター研究所 中山 剛室長が

就任またＷＧ１２コンビナーには国立障害者リハビリテーションセンター研究所 井上

剛伸部長が就任） 

 

 

（５）海外調査の企画支援 

 

 テクノエイド協会のツア－企画により、ヨ－ロッパ先進国における福祉用具開発・普及の

状況、地域ケアシステム等の実情視察のための視察団を派遣した。 

 

・訪問国 ドイツ、オランダ 

・期 間 平成２６年９月２２日（月）～９月２９日（月）（８日間） 

・参加者 ５０名（視察コース：３３名、展示会コース：１７名） 

 

 

（６）福祉用具関係団体の「福祉用具・福祉機器プラットホーム」としての役割を果たす 

  ための連携・支援 

 

○「福祉用具」関係者新年交流会の開催 

 高齢者・障害者の身近な生活の道具である自助具から最新の介護ロボット等にいた

るまで、福祉用具関係者の意見交換、情報共有及びネットワーク形成の場として新年

交流会を開催した。 

 

・日 時：平成２７年１月１９日（月）１３：３０～１９：００ 

・会 場：アルカディア市ヶ谷（富士の間、大雪の間） 

・参加者：１３８名（行政、専門職、メーカー、供給事業者等） 

・内 容：第１部 関連団体報告会、第２部 懇親会 

 

 

（７）「金沢福祉用具情報プラザ」の運営に係る助言・指導等 

 

○展示福祉用具選定部会 

・日 時：平成２６年１１月１２日（水）１４：００～１６：００ 

・場 所：金沢福祉用具情報プラザ 
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（８）福祉用具プランナー研究ネットワーク（略称：プラネット）の事務支援 

 

 福祉用具プランナー管理指導者を中心に福祉用具プランナーの会が設立（１０月４日）し

たが、その際の設立支援とその後の事務支援を行った。（会員数 263 名） 

 

 

（９）関係団体の行事等に対する後援、協賛（申請順） 

 

1 「第１１回 国際バイオフィリア リハビリテーション大会」後援 

  （主催：高齢市民が活躍するための社会技術研究会） 

 

2 「第４１回 国際福祉機器展 Ｈ．Ｃ．Ｒ２０１４」協賛 H２６年１０月１日～３日 

  （主催：全国社会福祉協議会・保健福祉広報協会） 

 

3 ｢福祉機器コンテスト２０１４」後援 H２６年５月～１１月 

  （主催：日本リハビリテーション工学協会） 

 

4 「ヨコハマ・ヒューマン＆テクノランド２０１４」後援 平成２６年７月１１日～１２日 

  （主催：横浜市リハビリテーション事業団） 

 

5 「第６回 ロボット大賞」協力 平成２６年１０月１５日～１７日 

  （主催：経済産業省製造産業局・日本機械工業連合会） 

 

6 「第４０回日本リハビリ工学協会車いすＳＩＧ講習会」協賛 平成２６年８月２２日～２３日 

  （主催：日本リハビリテーション工学協会） 

 

7 「サイトワールド 2014」後援 平成２６年１１月１日～３日 

  （主催：日本盲人福祉委員会・サイトワールド実行委員会） 

 

8 「第９回 千葉県福祉機器展２０１４」後援 平成２６年１０月１７日～１８日 

  （主催：千葉県福祉ふれあいプラザ） 

 

9 「P.P.C.2014 第 16 回西日本国際福祉機器展」協賛 平成２６年１１月７日～９日 

  （主催：西日本国際福祉機器展実行員会） 

 

10 「第６回「介護の日」フェスティバル in とちぎ」後援 平成２６年１１月８日 

  （主催：栃木県老人福祉施設協議会） 

 

11 「第２９回 リハ工学カンファレンス in ひろしま」後援 平成２６年８月２４日～２７日 

  （主催：日本リハビリテーション工学協会） 

 

12 「HOSPEX Japan 2014 第 43 回 日本医療福祉設備学会 併設展示会」協賛 平成２６年１１月 

  １２日～１４日（主催：日本医療福祉設備協会・日本能率協会） 

 

13 「第３１回 医療・福祉フォーラム（元 日赤振興会講習）」後援 平成２６年１１月１１日 

  （主催：医療・福祉フォーラム（元日赤振興会講習会）） 

 

14 「第１３回 車椅子・シーティング基礎講習会」後援 平成２６年８月２９日～９月１日 

  （主催：日本車椅子シーティング協会） 
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15 「第５回シーティングエンジニア養成講習会および認定試験」後援 平成２６年１０月３１日～１１月 

  ４日（主催：日本車椅子シーティング協会） 

 

16 「平成２６年度福祉用具適合講習会 南多摩福祉機器展」後援 平成２６年１１月１５日～１６日 

  （主催：東京都南多摩保険医療圏地域リハビリテーション支援センター） 

 

17 「第１８回国際福祉健康産業展～ウェルフェア 2015～」協賛 平成２７年５月２１日～２３日 

  （主催：名古屋国際見本市委員会） 

 

18 「第７回補装具製作セミナー」後援 平成２６年１１月８日 

  （主催：日本義肢協会） 

 

19 「行政担当者とともに考えるユニット型施設整備についての研究会」後援 平成２６年９月１日 

  （主催：日本ユニットケア推進センター） 

 

20 「福祉用具展示研修会 2014 山形福祉機器展 in 山形」後援 平成２６年１１月９日 

  （主催：日本福祉用具供給協会） 

 

21 「バリアフリー２０１５」後援 平成２７年４月１６日～１８日 

  （主催：大阪府社会福祉協議会） 

 

22 「支援機器の実証試験のための倫理審査申請方法講習会」後援 平成２６年１０月１５日 

  （主催：日本生活支援工学会） 

 

23 「福祉用具・介護ロボットフェア」後援 平成２６年１１月１１日 

  （主催：岐阜県福祉総合相談センター） 

 

24 「第４１回日本リハビリ工学協会車いすＳＩＧ講習会」協賛 平成２７年１月２４日～２５日 

  （主催：日本リハビリテーション工学協会） 

 

25 「JAPAN 補聴器フォーラム 2015」後援 平成２７年６月５日～６日 

  （主催：日本補聴器販売店協会） 

 

26 「４９回 日本作業療法学会」後援 平成２７年６月１９日～２１日 

  （主催：日本作業療法士協会） 

 

27 「視覚障害者総合福祉機器展」後援 平成２７年４月２６日 

  （主催：日本網膜色素変性協会 神奈川支部） 

 

28 「世界網膜の日 in 群馬」後援 平成２７年９月２６日 

  （主催：日本網膜色素変性協会） 

 

29 「ユニットケア研修フォーラム 2015」後援 平成２７年３月１２日 

  （主催：日本ユニットケア推進センター） 

 

30 「国際モダンホスピタルショウ 2015」協賛 平成２７年７月１５日～１７日 

  （主催：日本病院会・日本経営協会） 

 

31 「第 5 回脳損傷者ケアリングﾞ・コミュニティ学会愛知大会」後援 平成２７年５月１６日～１７日 

  （主催：脳損傷者ケアリングﾞ・コミュニティ学会） 
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32 「高齢社会を支えるコミュニケーションロボットシンポジウム」後援 平成２７年３月１日 

  （主催：国立障害者リハビリテーションセンター） 

 

33 「第１回 介護用品・介護施設産業展 careTEX2015」後援 平成２７年３月１８日～２０日 

  （主催：ブティックス） 

 

34 「情報アクセシビリティ・フォーラム ２０１５」後援 平成２７年１２月１２日 

  （主催：全日本ろうあ連盟） 

 

35 「支援機器利活用拡大シンポジウム 情報基盤構築で進めるイノベーション創出」後援 

  平成２７年３月７日（主催：国立障害者リハビリテーションセンター） 

 

36 「平成２７年度 福祉用具選定士認定研修会」後援 

  （主催：日本福祉用具供給協会） 

 

37 「第３２回 医療・福祉フォーラム」後援 平成２７年６月１２日 

  （主催：医療・福祉フォーラム） 

 

38 「いきいき福祉・健康フェア２０１５」後援 平成２７年１０月１６日～１８日 

  （主催：いきいき福祉・健康フェア２０１５実行委員会） 

 

39 「Ｒ＆Ｒ 建築再生展 ２０１５」後援 平成２７年６月１８日～２０日 

  （主催：Ｒ＆Ｒ建築再生展２０１５組織委員会） 
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Ⅱ．理事会・評議員会の開催状況 

 

開催年月日 回     次 主 な 議 題 等 出 席 等 

平成２６年６月４日 第１回理事会 ・決議事項 

①平成２５年度事業報告及び決算 

②平成２６年度補正予算 

③第１回評議員会開催について 

・報告事項 

①基本財産の運用状況について 

②職務の執行状況について 

③ロボット介護推進プロジェクトについて 

 

 

決議に必要な出席理

事の数８名（出席１４

名、欠席なし）、監事出

席２名 

平成２６年６月２４日 第１回評議員会 ・決議事項 

①平成２５年度事業報告及び決算 

②平成２６年度補正予算 

③理事の選任 

・報告事項 

①基本財産の運用状況について 

②職務の執行状況について 

③ロボット介護推進プロジェクトについて 

 

 

決議に必要な出席評

議員の数８名（出席１２

名、欠席３名）、理事出

席２名 

平成２６年８月７日 第２回評議員会

（書 面） 

・決議事項 

①理事の選任 

議題について、評議員

１５名全員の書面によ

る同意の意思表示を

得た 

 

 

平成２６年９月１日 第２回理事会 

（書 面） 

・決議事項 

①平成２６年度第二次補正予算 

議題について、理事１

４名全員の書面による

同意及び監事２名の

書面により異議がない

ことの意思表示を得た

 

 

平成２７年２月１３日 第３回理事会 

（書 面） 

・決議事項 

①平成２６年度第三次補正予算 

②第３回評議員会開催について 

議題について、理事１

４名全員の書面による

同意及び監事２名の

書面により異議がない

ことの意思表示を得た
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平成２７年２月２５日 第４回理事会 ・決議事項 

①任期満了に伴う役員選任方針 

②基本財産運用状況及び運用方針 

③役員等の報酬等に関する規程改正 

④平成２７年度事業計画及び予算 

・報告事項 

①任期満了に伴う評議員選任方針につ

いて 

②職務の執行状況について 

③シーズ・ニーズマッチング強化事業に

ついて 

 

 

決議に必要な出席理

事の数８名（出席１３

名、欠席１名）、監事出

席２名 

平成２７年２月２６日 第３回評議員会 ・決議事項 

①任期満了に伴う評議員選任方針 

②任期満了に伴う役員選任方針 

③基本財産運用状況及び運用方針 

④役員等の報酬等に関する規程改正 

⑤平成２７年度事業計画及び予算 

・報告事項 

①平成２６年度第三次補正予算の編成に

ついて 

②職務の執行状況について 

③シーズ・ニーズマッチング強化事業に

ついて 

 

 

決議に必要な出席評

議員の数８名（出席１２

名、欠席２名）、理事出

席２名 
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Ⅲ．評議員・理事の異動 

１．平成２６年６月２４日 第１回評議員会 

 

 理事の辞任・選任 

 

氏   名 摘 要 所   属   等 

赤
あ

 生
こう

 秀
ひで

 一
かず

 辞 任 （一社）日本補聴器工業会 前理事長 

井
いの

 上
うえ

 清
きよ

 恆
つね

 新 任 （一社）日本補聴器工業会  理事長 

 

 

 

２．平成２６年８月７日 第２回評議員会 

 

 理事の辞任・選任 

 

氏   名 摘 要 所   属   等 

葉
は

 梨
なし

 之
ゆき

 紀
とし

 辞 任 日本医師会 前常任理事 

鈴
すず

 木
き

 邦
くに

 彦
ひこ

 新 任 日本医師会  常任理事 

 

 

 

３．平成２７年２月４日 

 

 評議員の辞任 

 

氏   名 摘 要 所   属   等 

木
き

 村
むら

 哲
てつ

 彦
ひこ

 辞 任 日本リハビリテーション専門学校長（平成２６年１１月１１日逝去） 
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Ⅳ．賛助会員の現況 

１．会員の構成（平成２７年３月末現在） 

 

法人会員：６５団体（８５口）  個人会員：３名（３口） 

 

【内 訳】 

属   性 会員数 構成比 

福祉用具製造事業者 ４１ 63.1% 

福祉用具供給事業者 ４ 6.2% 

関係団体 ９ 13.8% 

その他の企業 １１ 16.9% 

計 ６５ 100% 

 

 

２．入 会及び退 会 

 

○入 会（法人４団体、個人３名） 

 

○退 会（なし） 
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Ⅴ．委員会等の開催状況 

 

開 催 日 行   事   等 

4月8日 ISO/TC173/SC2/WG12国際会議（ブラジル） ～１５日迄 

4月15日 「福祉用具の日」推進協議会 

4月18日 ロボット介護推進プロジェクト 公募説明会（大阪会場） 

4月22日 ロボット介護推進プロジェクト 公募説明会（東京会場） 

4月22日 認定補聴器専門店 新規申請・更新申請手続き事前説明会 

4月24日 ロボット介護推進プロジェクト 公募説明会（名古屋会場） 

4月25日 ロボット介護推進プロジェクト 公募説明会（福岡会場） 

5月14日 会計士監査 

5月14日 認定補聴器専門店 新規申請・更新申請手続き事前説明会 

5月16日 高齢者のための車椅子フィッティングセミナー（江戸川区） ～１７日迄 

5月21日 監事監査 

5月21日 ロボット介護推進プロジェクト 第１回対象機器審査委員会 

6月4日 第１回理事会 

6月9日 「ロボット介護機器」展示説明会（東京会場） 

6月11日 「ロボット介護機器」展示説明会（神戸会場） 

6月12日 認定補聴器技能者 第Ⅳ期養成課程講習（福岡） 

6月13日 「ロボット介護機器」展示説明会（福岡会場） 

6月17日 「ロボット介護機器」展示説明会（札幌会場） 

6月20日 高齢者のための車椅子フィッティングセミナー（大阪市） ～21日迄 

6月20日 ロボット介護推進プロジェクト 第２回対象機器審査委員会 

6月24日 第１回評議員会 

6月26日 第１回介護保険給付対象福祉用具情報検討委員会 

6月27日 認定補聴器技能者に対する講習会（名古屋） 

6月30日 認定補聴器技能者 第Ⅳ期養成課程講習（仙台） 

7月4日 認定補聴器技能者 第Ⅳ期養成課程講習（大阪） 

7月9日 認定補聴器技能者 第Ⅳ期養成課程講習（ＴＯＣ有明） 

7月16日 認定補聴器技能者に対する講習会（札幌） 

7月17日 第５回きこえのQOL促進プロジェクト 

7月19日 福祉用具プランナー管理指導者研修 ～２５日迄 

7月22日 福祉用具・介護ロボット実用化支援事業 第１回モニター調査検討委員会 

7月25日 認定補聴器技能者に対する講習会（大阪） 

7月28日 認定補聴器専門店実地調査員打合せ会 
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7月28日 第１回移乗支援技術テキスト作成部会 

7月30日 義肢装具士国家試験 出題依頼会議 

7月31日 介護職向け啓発冊子作成委員会 

8月3日 認定補聴器技能者に対する講習会（新潟） 

8月6日 福祉用具・介護ロボット実用化支援事業 第２回モニター調査検討委員会 

8月7日 介護ロボット普及モデル事業 ８実施機関事務打合せ会 

8月19日 「アシスティブ・プロダクツ」編集会議 

8月20日 認定補聴器技能者試験実技に対する筆記試験打合せ会 

8月26日 認定補聴器技能者 第Ⅲ期養成課程集合講習（TOC有明） ～27日迄 

8月28日 「福祉用具の日」推進協議会 

9月1日 認定補聴器技能者 第Ⅲ期養成課程集合講習（TOC有明） ～2日迄 

9月3日 認定補聴器技能者試験実技に対する筆記試験打合せ会 

9月12日 認定補聴器技能者に対する講習会（福岡） 

9月12日 第１回補装具費支給制度における貸与方式導入における研究検討委員会 

9月18日 認定補聴器技能者に対する講習会（仙台） 

9月19日 補聴器技能者試験部会 問題選定会議 

9月22日 ＲＥＨＡＣＡＲＥ２０１４（ドイツ、オランダ） ～２９日迄 

9月23日 福祉用具臨床的評価事業基準部会WG 

9月26日 義肢装具士国家試験 問題選定会議 

10月3日 補聴器技能者試験部会 問題決定会議 

10月6日 認定補聴器技能者 第Ⅱ期養成課程集合講習（TOC有明） ～10日迄 

10月14日 義肢装具士国家試験 問題決定会議 

10月14日 ロボット介護推進プロジェクト 仲介者向け説明会（ＴＫＰ市ヶ谷） 

10月15日 ロボット介護推進プロジェクト 仲介者向け説明会（ＴＫＰ名古屋駅前） 

10月16日 ロボット介護推進プロジェクト 仲介者向け説明会（ＴＫＰ大阪梅田駅前） 

10月17日 ロボット介護推進プロジェクト 仲介者向け説明会（ＴＫＰ博多駅前） 

10月20日 福祉用具臨床的評価事業 事例分析検討会 

10月22日 福祉用具臨床的評価事業 認証委員会 

10月23日 認定補聴器技能者に対する講習会（TOC有明） 

10月24日 介護職向け啓発冊子作成委員会 

10月30日 福祉用具相談・研修機関協議会全国会議（弘済会館） ～31日迄 

10月30日 第２回補装具費支給制度における貸与方式導入における研究検討委員会 

11月1日 福祉用具を安全で安心に利用するための基礎セミナー 

11月5日 福祉用具臨床的評価事業 第２回基準部会WG 

11月6日 第２回移乗支援技術テキスト作成部会 
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11月7日 第２２回認定補聴器技能者試験（TOC有明） 

11月11日 福祉用具臨床的評価事業 評価機関事務打合会 

11月12日 認定補聴器技能者試験 記述式試験問題採点会議 

11月13日 義肢装具士国家試験 問題検閲会議 

11月14日 介護職向け啓発冊子作成委員会 

11月14日 認定補聴器技能者試験 記述式試験問題採点会議 

11月17日 認定補聴器技能者 第Ⅱ期養成課程集合講習（TOC有明）～２１日迄 

11月17日 ISO/TC173/SC2国内委員会 

11月18日 完成用部品ワークフローシステムの在り方に関する研究 第１回検討委員会 

11月26日 第３回モニター調査検討委員会 

11月28日 第２回福祉用具プランナー研修（朝霞市） ～２９日迄 

12月8日 福祉用具臨床的評価事業 基準部会 

12月9日 第６回きこえのＱＯＬ促進プロジェクト 

12月10日 認定補聴器試験部会・合否判定会議 

12月11日 義肢装具士国家試験 試験免許室問題確認 

12月12日 義肢装具士国家試験 問題校正会議 

12月12日 第２回福祉用具プランナー研修（朝霞市） ～１３日迄 

12月12日 福祉用具・介護ロボット（移乗支援分野）講師養成研修会（ＴＯＣ有明） 

12月17日 ロボット介護機器導入効果報告会（ＴＯＣ有明） 

12月18日 ロボット介護機器導入効果報告会（大阪会場） 

12月18日 福祉用具臨床的評価事業 基準部会 

12月22日 補聴器協議会 

12月22日 第３回支援技術テキスト「移乗技術編」作成検討部会 

12月24日 第２回介護保険給付対象福祉用具情報検討委員会 

1月8日 福祉用具臨床的評価事業 第２回事例分析検討会 

1月10日 福祉用具プランナー管理指導者研修 ～１６日迄 

1月15日 補聴器技能者養成部会 

1月19日 「福祉用具」関係者新年交流会（市ヶ谷） 

1月22日 第３回補装具費支給制度における貸与方式導入における研究検討委員会 

1月23日 義肢装具士国家試験 問題最終確認会議 

1月27日 認定補聴器技能者養成事業 第Ⅰ期スクーリング日程①（TOC有明）～28日迄 

1月28日 福祉用具臨床的評価事業モデル評価（福祉用具総合評価センター） 

1月29日 福祉用具臨床的評価事業 事例検討WG（朝霞市） 

2月6日 第１回シーズ・ニーズマッチング強化検討会議（主婦会館） 

2月7日 福祉用具プランナー研修（東京都福祉保健財団） ～13日迄 
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2月9日 認定補聴器技能者養成事業 第Ⅰ期スクーリング日程②（TOC有明）～１０日迄 

2月16日 福祉用具臨床的評価事業モデル評価（横浜リハ） 

2月19日 福祉用具臨床的評価事業モデル評価（東京都福祉保健財団） 

2月19日 福祉用具臨床的評価事業モデル評価（JASPEC） 

2月23日 認定補聴器専門店審査部会 

2月25日 第４回理事会 

2月26日 第３回評議員会 

2月27日 第２８回義肢装具士国家試験（ＴＯＣ有明） 

2月27日 福祉用具臨床的評価事業モデル評価（川崎） 

3月6日 自立支援機器シーズ・ニーズマッチング交流会（ＴＯＣ有明） ～７日迄 

3月6日 補聴器協議会 

3月10日 義肢装具士国家試験 問題審査・合否案決定会議 

3月13日 福祉用具臨床的評価事業 第３回事例分析検討会 

3月16日 第２回完成用部品ワークフローシステムの在り方に関する検討会 

3月16日 第２回シーズ・ニーズマッチング強化検討会議（主婦会館） 

3月17日 福祉用具臨床的評価事業 第２回基準部会 

3月17日 福祉用具臨床的評価事業 第３回基準部会WG 

3月20日 第３回補装具費支給制度における貸与方式導入における研究検討委員会 

3月24日 福祉用具臨床的評価事業 第２回認証委員会 

3月27日 義肢装具士国家試験 合格発表 
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 平成２６年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第３４条第３項に規定する「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないの

で附属明細書は作成しない。 

 

 

 

平成２７年６月 

 

  公益財団法人テクノエイド協会 


